
令和6年度入学生用カリキュラムマップ 【薬学研究科 薬学専攻　博士課程】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
△ディプロマ・ポリシー達成のため望ましい科目

１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 4－1 4－2

24DPHM1101 論文作成研究Ⅰ 1

十分な調査をもとに、指導教員と協議の上、
臨床現場や医療薬学に関連する研究課題を決
定し、適切な研究指針に基づき、実験・評価
方法を立案、実践する。さらに結果を分析し
結論を導くとともに、その内容を発表し、質
疑応答に対応できる高度な能力を修得するこ
とを目的とする。

１）調査によるエビデンスに基づき、適切な研究課題を提案できる。
２）適切な実験・評価により得られた結果を論理的に解析し、正しい結論を導
くことができる。
３）研究成果を纏め、わかり易く発表し、質疑応答に適切に対応することがで
きる。

△ △ △ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

24DPHM2102 論文作成研究Ⅱ 2

十分な調査をもとに、指導教員と協議の上、
臨床現場や医療薬学に関連する研究課題を決
定し、適切な研究指針に基づき、実験・評価
方法を立案、実践する。さらに結果を分析し
結論を導くとともに、その内容を発表し、質
疑応答に対応できる高度な能力を修得するこ
とを目的とする。

１）調査によるエビデンスに基づき、適切な研究課題を提案できる。
２）適切な実験・評価により得られた結果を論理的に解析し、正しい結論を導
くことができる。
３）研究成果を纏め、わかり易く発表し、質疑応答に適切に対応することがで
きる。

△ △ △ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

24DPHM3103 論文作成研究Ⅲ 3

十分な調査をもとに、指導教員と協議の上、
臨床現場や医療薬学に関連する研究課題を決
定し、適切な研究指針に基づき、実験・評価
方法を立案、実践する。さらに結果を分析し
結論を導くとともに、その内容を発表し、質
疑応答に対応できる高度な能力を修得するこ
とを目的とする。

１）調査によるエビデンスに基づき、適切な研究課題を提案できる。
２）適切な実験・評価により得られた結果を論理的に解析し、正しい結論を導
くことができる。
３）研究成果を纏め、わかり易く発表し、質疑応答に適切に対応することがで
きる。

△ △ △ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

24DPHM4104 論文作成研究Ⅳ 4

十分な調査をもとに、指導教員と協議の上、
臨床現場や医療薬学に関連する研究課題を決
定し、適切な研究指針に基づき、実験・評価
方法を立案、実践する。さらに結果を分析し
結論を導くとともに、その内容を発表し、質
疑応答に対応できる高度な能力を修得するこ
とを目的とする。

１）調査によるエビデンスに基づき、適切な研究課題を提案できる。
２）適切な実験・評価により得られた結果を論理的に解析し、正しい結論を導
くことができる。
３）研究成果を纏め、わかり易く発表し、質疑応答に適切に対応することがで
きる。

△ △ △ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

24DPHM1201 演 習 Ⅰ 1

講義で学習した専門的な知識に加えて、研究
課題や技術に関連する文献や成書の内容を学
習することで、研究に必要な基本的な研究手
技やデータ解析力を修得し、臨床現場を想定
した課題解決能力や研究実践のための知識や
技能の基盤を構築することを目的とする。

１）関連文献や成書の情報から研究課題の実験方法の妥当性を説明できる。
２）研究課題に関する成果・問題点を列挙できる。
３）研究課題の成果の概略を纏め発表できる。 △ △ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

24DPHM2202 演 習 Ⅱ 2

講義、演習Ⅰおよび論文作成研究の成果を踏
まえ、研究論文調査や疫学調査を継続すると
ともに、研究課題の目的、実験方法、結果の
解析、解釈についての妥当性を多角的に評価
し、その研究結果を纏め、適切に発表し質疑
応答できる技能を修得することを目的とする。

１）課題研究に関する成果・問題点を、関連する参考文献の内容や調査結果と
総合的に関連づけて纏めることができる。
２）課題研究の成果の概略を纏めて発表し、適切に質疑応答ができる。 △ △ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
△ディプロマ・ポリシー達成のため望ましい科目

１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 4－1 4－2

24DPHM3203 演 習 Ⅲ 3

講義、演習Ⅰ、Ⅱの成果や論文作成研究の成
果を基に、関連した研究論文や疫学調査を詳
細に調査し、確立した研究課題について、適
切な実験・評価方法を用いて積極的に実験・
調査を継続し、成果・課題を纏めるとともに、
研究結果の解釈を正しく行う。その内容を発
表し質疑応答に対応できる能力を定着させる
ことを目的とする。

１）研究課題に関する成果が関連領域に及ぼす効果や汎用性について説明でき
る。
２）研究課題の問題点について具体的な解決策を提案できる。

△ △ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

24DPHM1301 先 端 薬 学 特 論 1

薬学領域において、基礎研究からデータ解析、
創薬、診断、疾病治療に渡る広範かつ最新の
トピックスを学び、薬剤師・薬学研究者とし
ての発展的知識を身につけることを目的とす
る。

１）最新の薬物治療について説明できる。
２）各種疾患の病態について説明できる。
３）各種疾患の治療薬の作用機序、特徴などについて説明できる。
４）薬物治療につながる研究開発の方法を理解できる。

◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ △ △

24DPHM1302 先端臨床薬学特論 1

代表的な疾患に関する病態、代表的薬物治療、
先端薬物治療について、薬剤師が薬学的介入
を行うために必要な知識と技能の修得を目的
とする。また、セルフメディケーションや在
宅医療など地域薬局が担う業務の内容と意義
について学ぶことを目的とする。

１）内分泌疾患、循環器疾患、精神疾患、がん、感染症、小児疾患等の薬物療
法に関する基本的な知識と薬物の効果・副作用について列挙できる。
２）地域医療における薬剤師の役割と意義を解説できる。 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ △ △

24DPHM1202 先端薬学特別演習 1

多様な薬学基礎研究の成果を臨床へ繋げるこ
とが求められている。そのためこの科目では、
薬学研究領域における基礎研究の成果を臨床
的な視点に、また逆に、臨床上の問題や疑問
を基礎研究の視点に繋げるトランスレーショ
ナル・リバーストランスレーショナルな思考
を醸成することを目的とする。

１）薬学基礎研究で得られた成果が臨床診断や治療に結びついたなどの具体例
をあげて説明できる。
２）臨床上の問題点や疑問点を非臨床研究によって解明し、新たな診断法、治
療法や創薬に結びつける、既存の医薬品の新たな使用法を見出す、副作用を軽
減するなどに繋がった具体例をあげて説明できる。
３）自身の研究課題に関して、臨床的な視点を考えることができる。

○ ○ △ ○ ○ ◎ ◎ △ ◎

24DPHM1203 先端臨床薬学特別演習 1
臨床現場で直面する幅広い課題において、薬
学的知見による専門性をもって、課題を解決
できる問題解決能力、ディスカッション能力
を有することを目的とする。

１）例示した臨床現場での課題の解決策をディスカッションできる。
２）１）の課題の解決策としたものの理由を客観的に説明できる。 ○ △ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △
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